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神奈川県における河川底生動物調査結果

―外来種の分布―
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要 旨

平成１４～１５年度（２００２～２００３年）にかけて，神奈川県内の２４河川の１５０地点で底生動物の
調査を実施した。このうち，外来種の分布状況についてまとめた。その結果，８種の外来

種が確認され，新たな外来種は５種認められた。８種の外来種のうちのいずれかが認めら
れたのは，河川別には２４河川中２３河川で，地点別には全１５０地点中６５地点であった。それ

ぞれについて，移入経路，生態などを解説し，今後の問題点などを提起した。

1. は じ め に

河川生物相調査が，水質保全を目的として始め

られてからほぼ四半世紀が経過し，その目的は豊

かな多様性あるいは健全な生態系の保全・創造と

いった課題に変わってきている。このことは，公

害問題が深刻であった時代から，市民の関心が環

境問題へと広がりを見せるなか，よりグローバル

な視点が必要となったことを意味するであろう。

この背景には，生物多様性条約の締約，生物多様

性国家戦略の策定といった国の動向によって，河

川法など関連法規が環境に対する配慮を加えたこ

とをはじめとして，新たな法体制の整備が行われ

たことがある。このことから，現在では河川生物

相調査は，環境関連の試験研究機関にとどまるこ

となく，河川工学など土木分野においても必要と

されるようになってきている。また，「新・生物

多様性国家戦略」（平成１４年３月策定）において，

環境省は日本の生物多様性の３つの危機のうちの

一つとして，外来種による生態系のかく乱の問題

を位置づけ，必要な対策を講じていく方針を明ら

かにした。この流れを受け２００５年６月には「外来

生物法」（特定外来生物による生態系等に係る被

害の防止に関する法律）が施行された。２００６年末

時点で，本法の規制対象となる「特定外来生物」

には８０種類以上が指定され，そのおよそ半数が水

生生物である。

実際，河川生態系においては，大型の水生動物

であるブラックバス，ブルーギルなどの魚類が猛

威をふるい在来の生物の生息を脅かしていること

等が報道され，調査データの蓄積によってもこれ

らの外来種の存在が健全な生態系の保全上大きな

問題となっている。一方，淡水の貝類などを代表

とする底生動物については，その存在すら明らか

になっていないものも少なくない。

神奈川県では河川生態系の保全と水環境保全対

策を目的とし，平成１４～１５年度にかけて，県内２４
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河川について底生動物のモニタリングを実施し

た。これは全県的な調査としては，ほぼ２０年ぶり

ある。本報では県内の河川底生動物のうち，外来

種について新たな知見が得られたので報告する。

2. 方 法

平成１４～１５年度（２００２～２００３年）にかけて，神奈

川県内（以下，県内とする）２４河川の１５０地点で，冬

期（２００２年１１月～２００３年１月）および春期（２００３年

５月～２００３年７月）の２回，底生動物の調査を実

施した。調査方法は，サーバーネットを用いて，

河川の瀬において，２５cm×２５cmの方形枠で定め

た範囲の水底から４回，底生動物を採集した。こ

れをホルマリン固定し，分類・同定した１）。なお，

上記調査地点は，過去に実施したモニタリング

（第１回の調査は昭和５３～６７年度（１９７８～１９８３年），

第２回は昭和５８～６２年度（１９８３～１９８８年）：以下，

それぞれ第１回モニタリング，第２回モニタリン

グとする）から選定し，採集方法もそれに準じた。

3. 結 果

本調査によって８種の外来種が確認された。こ

れらのうち，外来生物法のリストに記載されてい

るものは，アメリカザリガニ，タイワンシジミ種

群の２分類群で，いずれも要注意外来生物（外来

生物法の規制対象ではなく，生態的影響から取扱

いに注意が求められている生物）として扱われて

いる。８種のうち，過去のモニタリングで採集さ

れなかったもので，今回新たに採集されたものは

５種であった。なお，第２回以降今回の調査より

前までに，コモチカワツボ，コシダカヒメモノア

ラガイ，ハブタエモノアラガイの３種は，県内で

すでに確認されている２，３）。これら８種のうちの

いずれかの外来種は，県内の２４河川中２３河川に，

また，地点別に見ると１５０地点中６５地点で採集さ

れた。ここで，種の同定の難しいシジミ属（「シジ

図 1 底生動物の採集地点と外来種の確認状況
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ミ属」の項参照）については，河川および地点に

おける採集データとして計数してない。今回外来

種が確認された水域は，主に河川の中・下流部

で，平野部を中心に丘陵地帯かけての県内の広範

な水域に及んでいたが（図 1），一部の山地渓流部

も含まれていた。

本報では，それぞれの種について，想定される

移入経路，生態系における影響などを解説する。

なお，貝類に関する原産地，形態上の特徴，分状

況布の記述は，引用が示されてないものについて

は，紀平ほか４）および増田・内山５）を参照した。

（1）コモチカワツボ

Potamopyrgus antipodarum （図 2）

ニュージーランド原産で，殻高４mmほどの巻

貝である。現在では，北半球の亜寒帯から温帯域

にかけて，世界的に分布域を拡大している。

１８５９年にイギリスのテムズ川河口で発見されジェ

ンキンスカワツボ（P. jenkinsi）として記載された

貝は，その後ヨーロッパ全土の運河，河川，湖沼，

汽水域に爆発的な勢いで広がった６）。１９８８年に

なって Ponderは，この貝がニュ－ジ－ランドを

原産地とする本種のシノニム（異名同物）であると

し，オーストラリア南部かタスマニアに移入され

たものがイギリスへ侵入したと推測している７）。

日本では東北から近畿と九州の一部で確認され

ている。本種は養鱒場や養鰻場などの養殖施設に

つながる水域で発見され始めたことから，輸入さ

れた魚類の養殖種苗に混入して持ち込まれ，国内

の種苗移動に伴って拡散したと推測されている。

北アメリカでは，船舶のバラスト水への混入が侵

入経路のひとつと考えられているが８），日本の場

合は淡水産の生物がこの経路で侵入する可能性は

低いと考えられる。しかし，オーストラリアのザ

リガニ類に寄生する扁形動物類のテムノケファー

ラ Temnocephalidaが国内の飼育水槽ではすでに

確認されているようで９），観賞・愛玩用に生きた

まま輸入されたザリガニ類が侵入経路と考えざる

を得ない事例も出てきており，オーストラリア等

からの輸入生物に混入して持ち込まれた場合のあ

ることも考えるべきであろう。実際，北米の有害

水生生物種に関する委員会（Aquatic Nuisance

Species Task Force）の報告書「コモチカワツボに

関する管理制御計画」（原案）８）では，日本産個体

群のなかには，ニュージーランド（またはオース

トラリア）から直接侵入した可能性のあるものが

含まれているようだ。この報告書には，日本にお

ける産地は記されてないが，滋賀県産の個体にも

とづく遺伝的特性の分析結果が示されており（浦

部，私信），ヨーロッパや北アメリカで確認され

ているものと異なることが明らかにされている。

県内では８河川１３地点で確認された。このうち

冬期あるいは春期のいずれかに１００個体以上採集

されたのは４河川６地点で，春期の神戸川では約

２万個体採集された。第１，２回モニタリングで

は，本種は採集されておらず，県内に新たに侵入

してきた種と考えられる。なお，本調査地点以外

にも，湧水などで採集されており（石綿，未発表），

さらに県内に広く分布していると考えられる。本

種は河床における生息密度が著しく高くなること

があり，小型種でありながら河川生態系に大きな

影響を与える可能性が憂慮される。

本種は「コモチ」の名のごとく単為生殖を行う

とされている。また，乾燥に強く，水鳥の体に付

着して遠くへ運ばれたり，淡水魚に捕食されても

生きたまま消化管を通過したりすることなどが指

摘されている６）。これらの特徴は，本種の高い分

散・定着能力を示唆するものである。一方で，本

種はゲンジボタルの若齢幼虫の餌として有用であ

ることが指摘され１０），実際に野外でゲンボタルに

よって本種が捕食されていると考えられる。ゲン

ジボタルの餌生物としての本種の利用は，生態的図 2 コモチカワツボ Potamopyrgus antipodarum
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影響が懸念される生物の生息域を意図的に拡大す

る行為であり，こうした行為の抑止に向けた積極

的な普及・啓発が求められる。
（2）サカマキガイ

Physa acuta（図 3）

ヨーロッパ原産で，殻高１０―１５mmほどの巻貝

である。現在では北海道から沖縄まで日本国内に

広く分布している。増田１１）によると，１９３５年～

１９４０年頃，観賞魚の飼育が流行した際に侵入した

と考えられている。本種は，第１，２回モニタリ

ングから採集されており，かねてより県内に広く

分布していた種と考えられる。県内では２３河川６６

地点で確認された。山地渓流の清水域，水田，都

市河川などの汚濁域まで幅広い環境に分布してい

た。

本種は水質汚濁に強い指標生物とされ，都市の

下水路などに夥しい数が認められることが多い。

合併処理浄化槽の普及によって，分布を広げてい

るという指摘がある１２）。地域によっては，浄化槽

の清掃時に，給水用バキュームカーなどを使用

し，周辺の河川水などを吸水し，洗浄水や張り水

として利用する。このとき，タンク内に他の地域

のサカマキガイが混入していることがあり，それ

が新たな生息域を広げる原因となるからである。

浄化槽内に侵入したサカマキガイは，餌資源とし

て生物膜を食い尽くすなどの事例が報告されてお

り１２），それによって浄化槽の処理効率に負の影響

を与え，結果として，処理の不十分な排水が河川

に流出することがありうる。汚水・濁水の流出は

有機汚濁負荷として河川生態系に影響を与える

他，景観的にも問題であろう。合併処理浄化槽の

普及には，排水を終末処理場に導入することが困

難な地域に対して，合併処理浄化槽設置整備事業

の一環として国庫補助金を交付する事業背景があ

る１３）。これは，生活排水対策として，合併処理浄

化槽が，公的役割を担う施設として位置づけられ

たことに他ならない。将来にわたって良好な水環

境を保全するためには，適正な浄化槽の維持管理

が重要で，その機能を十分発揮させることが必要

である。
（3）コシダカヒメモノアラガイ

Lymnaea truncatula（図 4）

殻高５mmほどの巻貝で，現在では離散的では

あるが全国各地で生息が確認されている。これら

はヨーロッパ原産の本種と同定されているが，生

息状況から北海道等で見られるものは在来種であ

ること，または類似した在来種が含まれているこ

とも否定できない。県内の５河川６地点で確認さ

れた。在来種のヒメモノアラガイに似ているが，

やや小型である。第１，２回モニタリングでは，

本種は採集されておらず，県内に新たに侵入して

きた種と考えられる。流速の大きな河川中にはあ

まり生息せず，流れのゆるやかな水路で，しかも

水面上の壁面や抽水植物に付着することが多いた

図 3 サカマキガイ Physa acuta 図 4 コシダカヒメモノアラガイ Lymnaea truncatula
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め，通常の底生動物調査では採集されにくいと推

測され，本県に以前から生息していた可能性もあ

る。
（4）ハブタエモノアラガイ

Pseudosuccinea columella（図 5）

北アメリカ原産で，世界各地に分布を広げてい

る。細長い薄い殻を持っており，殻高１０mmだが，

国内からは殻高１８mmほどになる型も知られ，両

者は別種である可能性がある。東北地方から中

国・四国地方に広く分布する。県内の７河川７地

点で確認された。第１，２回モニタリングでは本

種は採集されておらず，県内に新たに侵入してき

た種と考えられる。
（5）インドヒラマキガイ

Indoplanorbis exustus（図 6）

東南アジア原産で，軟体が赤い個体は「レッド

スネール」として市販されている。殻経２０mmで

殻高８mmほどの巻貝で，日本で記録されている

ヒラマキガイの仲間では最大である。日本では，

本州（静岡，滋賀，大阪，山口），九州（長崎，熊

本）等に記録がある。第１，２回モニタリングで

は，本種は県内から採集されておらず，新たに侵

入してきた種と考えられる。１河川１地点で確認

されたが，春期調査のみで，定着しているかどう

かは未確認である。

昭和３０年代に観賞魚の飼育が流行した際，飼育

水槽のガラス壁の藻類を除去する目的で移入さ

れ，現在でも観賞魚店等で流通している。当初は

冬期に死滅すると考えられていたが，各地から越

冬個体の報告が増えているという。また，本種以

外にも大型化するヒラマキガイ類はヨーロッパや

北アメリカの温帯域にも分布しており，これらの

種がインドヒラマキガイと混同されて流通してい

る可能性もあり，野外での報告事例にも注意が必

要であろう。なお，本種もゲンジボタルの餌とし

ての有用性が指摘されており，国内での分布の広

がりが懸念される。
（6）シジミ属

Corbicula sp.（図 7）

殻色が淡黄褐色と褐色に染め分けられるなど，

外見上明らかに在来種のマシジミとは異なる外来

図 5 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella

図 6 インドヒラマキガイ Indoplanorbis exustus

図 7 シジミ属 Corbicula sp.
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シジミ類が県内でも見つかっているが，マシジミ

と酷似し区別が困難な外来シジミ類も含まれてい

ると考えられる。このような事情から，本報では

シジミ属の二枚貝は同定を属レベルにとどめた。

マシジミに近縁な外来種とされるシジミ（以下，

タイワンシジミとする）は，国内のシジミ類の漁

獲量の減少に伴い，ロシア，中国，韓国などから

生きたシジミが大量に輸入されるようになり，そ

れが野生化したものと考えられる１４）。マシジミと

タイワンシジミでは，mt―DNAと繁殖様式から両

者を区別する根拠を見いだせないとしながら

も１５），典型的なものについては外部形態によって

区別が可能である。日本産のマシジミ C. laena

は遺伝的変異が極めて小さいことが知られている

一方，現在では種内変異とされるいくつもの種や

亜種が記載されたほど殻の形態や色彩などの変異

が大きいことが知られていることから，純淡水域

で採集されたセタシジミ以外のシジミ類は，機械

的にマシジミと同定されてきた可能性がある１４）。

“外国産のシジミ”と気づかれるほど区別が容易

にできる外来シジミの発見は，実は外来種の大規

模な侵入の氷山の一角にすぎないのではないだろ

うか。

園原・吉田１６）は相模川，金目川の両水系でタイ

ワンシジミおよびマシジミの生息調査を実施した

結果，タイワンシジミが著しく増殖しマシジミが

絶滅に近い状態であることを報告した。また近畿

地方の２水系の分布調査の事例では，琵琶湖を水

源とする淀川水系ではタイワンシジミが幅広く分

布し，マシジミは支流でのみ確認され，一方大和

川水系においてはタイワンシジミは見出されず，

マシジミのみが分布するとした１５）。これらの結果

から，タイワンシジミが侵入・定着した水域では

マシジミが消失する可能性が高いことが推測され

る。なおシジミ属二枚貝は，古くからゲンジボタ

ルの餌としての有用性が指摘されているが１７），県

内でも野外でゲンボタルと同所的に生息するシジ

ミ属が餌として利用されていると考えられる。
（7）アメリカザリガニ

Procambarus clarkii（図 8）

北米原産のザリガニで，日本へは１９２７年，鎌倉

市岩瀬にウシガエルのエサとして導入されたのが

最初で１８），現在では沖縄から北海道にいたる全国

で確認されている１９）。本種は第１，２回モニタリ

ングでも採集されており，県内に広く分布してい

る種と考えられる。今回の調査は瀬における定量

調査を主に行っているため，緩流域などに主に生

息する本種が確認された河川は少なかった。

本種は身近な水生動物として人気があり学校教

材としても利用される一方，水草や他の生物への

食害など深刻な生態的影響を与える場合のあるこ

とも知られている。大型で赤色の色彩が目立ち汚

濁の進んだ都市河川でも普通に目撃され，「どこ

にでもいる身近な生き物」という印象を抱かれが

ちだが，生態的影響を考えると未定着の水域への

導入につながる行為は厳に慎むべきである。
（8）フロリダマミズヨコエビ

Crangonyx floridanus（図 9）

北米原産で，最大で体長８mmのヨコエビで，

白っぽく見える。第１，２回モニタリングでは採

集されておらず，県内に新たに侵入してきた種と

考えられる。１２河川３５地点で確認された。県内で

図 8 アメリカザリガニ Procambarus clarkii

図9 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus
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は多摩川，相模川など６河川で確認されていた

が２０），今回の調査で酒匂川など新たに６河川にも

分布が広がっていた。本調査地点以外においても

複数の地点で本種を確認していることから，県内

にはさらに広く分布していると考えられる。この

うち神戸川では高密度で生息している地点がある

（冬期：１１２８個体；春期：９１２個体）。本種もコモ

チカワツボと同様生息密度が著しく高くなる場合

があり，餌や生息場所をめぐって多様な底生動物

に影響を与える可能性がある。

Morino et al.２１）は，日本における分布の広がり

などついて以下のように述べている。日本では

１９８９年に千葉県我孫子市の古利根沼で採集された

のがもっとも古い記録である。しかし，当時，正

確な種名が明らかにされておらず，前出の著者１８）

の一人によってこの種が北米原産の種であること

が明らかにされた。その後，この情報が国内に伝

わるにつれ，各地の調査結果のリストに本種が現

れるようになった。国内での分布の広がりについ

ては，千葉県の最初の記録から荒川（１９９１年），相

模川（１９９６年），多摩川（１９９７年），さらに西日本

（２００２および２００３年）に分布を急激に広げたとして

いる。なお，現在では，千曲川，阿武隈川でも記

録されている（東城，私信）。本種は，河川の中流

域に多いが，流域に隣接する一時的な池，湧水の

ほか浄水場やビオトープ施設にも生息するとして

いる。侵入経路としては，観賞用水生植物などの

淡水生物への混入が推定されている。

淡水性のヨコエビは，清水性のグループと考え

られていたが，この種が清水域よりはむしろ汚濁

した水域にかけて出現することから，ヨコエビ類

の水質に対する指標性の再検討が必要とされる。

4. ま と め

今回確認された外来種のなかには生息密度が低

く生態系に対する影響が現時点で顕在化していな

いものもある一方，コモチカワツボやシジミ属

（タイワンシジミ），フロリダマミズヨコエビのよ

うに生息密度が著しく高まり，競争的な置換や食

物の競合などによる影響が問題視され始めている

ものもある。実際に北米では，コモチカワツボに

関してすでに国家プロジェクトを立ち上げるため

の準備が進められている８）。

また大陸から輸入されるシジミ類には，利水施

設等に甚大な被害をもたらす特定外来生物の二枚

貝・カワヒバリガイが混入していることがある。

１９９０年代まで琵琶湖・淀川水系と木曽川水系に生

息が限られていたカワヒバリガイが，関東地方に

及ぶことがないとされていた２２）。しかしここにき

て矢作川水系と利根川水系で相次いで発見され，

大増殖が憂慮される段階になってきているからで

ある２３，２４，２５）。このように外来シジミ類は，その生

態的影響を考えると取扱いに格別な慎重さが求め

られる生物である。シジミ類の他に釣り餌用とし

ての淡水エビ類など水産物として生きた個体が大

量に輸入され流通している現状に照らしても，こ

れらの外来種に対する賢明な対応が必要であろ

う。

今回確認された貝類のうちコモチカワツボ，イ

ンドヒラマキガイ，シジミ属（タイワンシジミ）に

関しては，ゲンジボタルの餌としての有用性がイ

ンターネット上で公開されており，この情報はホ

タルの保護や復活に取り組む人たちの間ではかな

り浸透しているものと考えられる。水辺を飛び交

うホタルを愛でるという日本独特の文化的背景の

もと，とくにゲンジボタルは良好な水辺環境の保

護・回復の象徴として近年大きな役割を演じてき

ている。ゲンジボタルを回復させるために遠く離

れた生息地から移殖が試みられ，ゲンジボタル自

体の遺伝的撹乱が問題視されるだけでなくその幼

虫を成育させるために外来種という“外食”に安

易に依存しかねない現状を考えるとき，本来の意

味での自然の復元とはどういうことなのか改めて

疑問を投げかける必要があろう。

これまでわれわれは，河川・湖沼などの淡水域

を対象に地域の環境保全を目的として数多くの調

査を手がけてきたが，再度，外来種の調査を含め

た生物多様性保全のための調査を始めることを提

案したい。本報で紹介したように新たな外来種が

次々と侵入・定着・増殖しつつある状況を考える

と，少なくとも外来種の現状把握は急を要する調

査と考える。豊富なフィールドを持ち情報量を蓄

積した環境関連の機関としてふさわしい，時代の

要請に応えた調査テーマの一つといえないだろう

か。

神奈川県における河川底生動物調査結果 ３５
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